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バーチャルツアーによる農業水利施設探検 
テーマ 農村振興、バーチャルツアー 

キーワード バーチャルツアー、住民参加型、3D カメラ、ドローン空撮、維持管理 

～DXで地域資源に触れる 360度の旅～ 

バーチャルツアーとは  
バーチャルツアーは、場所・空間の 360 度画像をオンライン上に表現し、閲覧者が上下左右好き

な方向を見ることができる VR コンテンツです。看板をクリックして紹介文を読んだり、進みたい

方向をクリックして自由に移動したりなど様々な仕掛けを追加することができるため、工場、遺跡、

博物館等の施設を紹介するツールとして注目を集めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑バーチャルツアー作成の例：クリックすると好きなところへ移動でき、施設の説明を読むことができます。 

 

 

農業水利施設が抱える課題とバーチャルツアーの活用  
近年、農村地域における混住化や高齢化の進行により、水源・農村環境の保全や農地、農業用施

設の適切かつ継続的な維持管理が課題となっています。地域資源としても価値の高い農業水利施設

を適切に維持管理していくには、地域住民の方々に周知し、また興味を持っていただき、保全・管

理にご協力いただくことが重要です。 

 

そこで、農村地域や農業用施設を題材にしたバーチャルツアーを作成し、地域の観光資源、他の

公共施設と一体に紹介するイベントを実施しています。水の恩恵を受けている農家の方のみなら

ず、地域住民、消費者の方々に農業水利施設が地域を支えるインフラとして重要な役割を担ってい

ることを周知することが可能です。多くの方に農業水利施設に興味・関心を持っていただけること

で「住民参加型」の農業用施設管理につながることが期待されます。 

また、地域の紹介以外でも、現場状況、施工状況等、臨場感のある説明資料やＥＢＰＭのツール

として利用するなど、幅広くバーチャルツアーの活用方法を提案していきます。 



バーチャルツアーによる農業水利施設探検 

     
 

実施の流れ  
 

①地域の特徴、PR ポイントに即したバーチャルツアーの活用 

 方法を提案するため、事前に聞き取り調査を実施します。 

 

②バーチャルツアーの作成方針が決まりましたら、コンテンツ  

充実化のため地域の写真や施設の諸元、歴史等がわかる資料  

のご提供をお願いします。 

  

③バーチャルツアーで使用する 360 度写真、動画などを撮影し 

ます。ドローンを用いた空撮の 360 度画像を取得し、地域を 

俯瞰できるような場面を作成します。 

 

④収集した資料、画像、動画を用いてバーチャルツアーを作成い 

たします。 

 

↑ドローンによる空撮の一例：バーチャルツアー上では 360 度見渡すことができ、圧巻です。 

 

バーチャルツアーを活用する 5 つのメリット  

 

①既存サイトへのアクセス  
バーチャルツアー上に HP 等のリンクを貼り、既存サイトと
連携することができます。 

②データ保管庫としての活用  
図面等のデータを、バーチャルツアー上で視覚的にわかり
やすく保管することもできます 

③観光、移住の促進と地域の活性化 
バーチャルツアーで地域の魅力、観光資源をアピールし、 
地域の活性化を促すことができます 

④臨場感のある情報発信  
情報発信が難しい道路の整備状況などの現場の様子を、 
視覚的に臨場感をもって伝えられます 

⑤民意の反映  
根拠に基づいた政策立案の一助として、住民の方々に施策
の理解を深め、興味・関心を持ってくださり意見を募るき
っかけになります 

  

関連実績  

 令和４年度伊達西根堰バーチャルツアー委託業務 

 令和５年度伊達西根堰バーチャルツアー委託業務 

令和５年度施設見学会バーチャルツアー動画作成委託業務 

◆小学生と農業水利施設見学会を行

いデジタル技術を体験 


